
【
各
論
】

『
武
家
諫
黒
磯
』
『
武
家
勧
懲
記
』

　
　
　
　
『
土
芥
冠
官
記
』
『
諌
懲
後
正
』
諸
本
の
比
較

　
　
　
　
一
史
料
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
一

矢
森
小
映
子

は
じ
め
に

　
第
三
班
で
は
、
『
土
芥
憲
雌
記
』
『
諌
懲
後
正
』
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
、

共
同
作
業
と
し
て
、
両
者
を
比
較
す
る
表
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
第
二
回
報
告

に
お
い
て
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
も
検
討
対
象
に
加
え
、
比
較
を
試
み
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
前
提
と
し
て
考
え
て
い
た
く
『
土
芥
冠
単
記
』
↓
『
諌
懲

後
端
』
〉
と
い
う
流
れ
に
疑
問
が
生
じ
た
。
ま
た
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
起
点
で

は
な
く
、
『
武
家
勧
懲
記
』
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
武
家
諌
言
記
』
と
の

比
較
、
さ
ら
に
一
書
の
み
で
な
く
写
本
同
士
の
比
較
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
た
に
提
供
さ
れ
た
『
武
家
諌
無
記
睡
二
、
『
武
家
勧
懲

記
』
二
を
加
え
、
『
武
家
諌
忍
記
』
（
以
下
『
血
汐
』
）
二
、
『
武
家
勧
懲
記
』
（
以

下
『
勧
懲
』
）
三
、
『
土
芥
憲
図
譜
』
（
以
下
『
土
芥
』
）
　
一
、
『
諌
豊
後
正
』
（
以

下
『
後
正
』
）
一
の
徹
底
比
較
作
業
を
行
い
た
い
。
基
礎
作
業
で
は
あ
る
が
、
今

後
こ
れ
ら
の
史
料
を
使
用
す
る
上
で
、
各
史
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
比
較
作
業
が
そ
の
手
が
か
り

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
対
象
と
す
る
の
は
、
〈
『
土
芥
』
↓
『
後
正
』
〉
で
比
較
し
た
際
、
評
価

が
〈
悪
↓
悪
〉
の
ま
ま
、
或
い
は
〈
良
・
普
↓
悪
〉
へ
と
低
下
し
て
い
る
大
名

と
し
た
。
班
の
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
後
幅
』
は
『
土
芥
』
に
比
べ
て

「
悪
」
評
価
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
中
で
あ
え
て
「
悪
」
と
評
価
さ
れ
た
大

名
の
記
述
の
変
遷
を
通
じ
て
、
各
史
料
の
性
格
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
班
の
比
較
表
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
〈
悪
↓
悪
〉
の
大
名
は
7
名
（
松
平
定
重

・
水
野
忠
直
・
小
笠
原
貞
信
・
増
山
正
弥
・
市
橋
政
信
・
久
留
島
通
話
・
松
平

忠
充
）
、
〈
普
・
良
↓
悪
）
の
大
名
は
2
名
（
土
井
利
忠
・
加
藤
明
英
）
で
あ
る
。

た
だ
し
前
述
の
通
り
、
本
稿
の
目
的
は
検
討
対
象
と
す
る
全
史
料
記
事
の
徹
底

比
較
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
幅
が
あ
る
た
め
、
本
人
だ
け
で
な
く
先
代
の
父
の

記
事
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
、
念
の
た
め
確
認
し
、
検
討
の
対
象
と
す
る
。
だ

が
、
父
・
本
人
を
含
め
て
全
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
（
土
井
利
忠
・
増

山
正
弥
）
は
、
本
稿
の
作
業
に
は
適
さ
な
い
た
め
今
回
の
作
業
の
対
象
か
ら
は

は
ず
し
た
い
。
よ
っ
て
、
〈
悪
↓
悪
＞
6
名
、
〈
良
↓
悪
＞
1
名
の
、
計
7
名
の

大
名
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
今
回
の
作
業
に
あ
た
り
、
新
た
に
表
を
作
成
し
た
【
表
①
】
。
適
宜
表
を
ご
参

照
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
、
表
の
見
方
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

　
ま
ず
大
名
の
配
列
順
で
あ
る
が
、
〈
悪
↓
悪
〉
、
〈
良
↓
悪
〉
の
順
で
あ
り
、

そ
の
中
で
『
土
芥
』
の
番
号
順
に
並
べ
て
あ
る
。

　
〔
書
名
〕
の
各
史
料
の
う
ち
、
今
回
新
た
に
加
わ
っ
た
史
料
の
所
蔵
先
を
明

記
す
る
と
、
『
武
家
朔
望
記
』
①
は
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
所
蔵
、
『
武
家

諫
忍
記
』
②
は
加
賀
市
立
図
書
館
半
周
文
庫
所
蔵
、
『
武
家
勧
懲
記
』
①
は
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
『
武
家
勧
懲
記
』
②
は
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫

所
蔵
、
『
武
家
勧
懲
記
』
③
は
盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵
で
あ
る
。
な
お
、
史
料

の
番
号
は
便
宜
上
の
も
の
で
あ
り
、
成
立
時
期
等
に
は
関
係
な
い
。

　
出
生
・
石
高
等
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
班
の
表
を
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
の
欄
の
見
方
は
、
班
の
比
較
表
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
基
本
的
に
本
文
に
つ
い
て
は
、
大
名
個
人
に
対
す
る
記
述
か
ら
抜
粋
し

て
い
る
が
、
〔
政
道
・
国
家
〕
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
本
文
の
「
居
所
」

説
明
の
部
分
か
ら
抜
粋
し
た
。
そ
の
場
合
は
（
　
）
に
入
れ
て
い
る
。

1
．
松
平
越
中
守
源
定
重
（
悪
↓
悪
“
伊
勢
国
桑
名
藩
）

　
ま
ず
表
を
み
て
気
が
つ
く
の
は
、
『
尾
上
』
①
と
『
勧
懲
』
①
②
の
本
文
・
評

の
内
容
の
一
致
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
文
の
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
、
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多
少
の
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
「
和
歌
ヲ
翫
詠
」
「
利
根
発
明
ナ
ル
事
甚
過
タ

リ
」
「
美
児
愛
」
が
共
通
し
て
い
る
。
評
に
お
い
て
も
、
「
利
根
発
明
過
」
こ
と

を
悪
評
価
の
理
由
と
し
て
い
る
点
、
和
歌
を
「
武
士
ニ
ハ
無
用
」
と
し
つ
つ
「
偏

二
可
捨
義
ニ
モ
非
ズ
」
と
許
容
し
て
い
る
点
、
「
大
（
太
）
前
日
」
と
い
う
引
用
な

ど
が
一
致
し
て
お
り
、
『
諌
忍
』
①
か
ら
『
勧
懲
』
①
②
へ
の
流
れ
が
確
認
さ
れ

る
。　

一
方
、
『
諌
忍
』
②
は
『
重
重
』
①
と
異
な
る
評
価
を
示
し
て
い
る
。
特
に
異

な
る
の
は
、
「
大
公
日
」
の
引
用
が
な
い
点
、
そ
し
て
和
歌
を
「
国
家
ヲ
政
ノ
却

而
邪
魔
」
と
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
諌
忍
』
の
①
と
②
は
別
系

統
の
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
『
勧
懲
』
③
は
、
本
文
の
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
「
生
得
発
明
二

行
跡
過
ツ
事
ナ
シ
」
と
い
う
新
た
な
｝
文
が
入
る
。
こ
の
た
め
、
評
価
に
お
い

て
も
、
文
武
両
道
で
な
い
こ
と
を
不
足
と
し
つ
つ
も
「
誉
レ
有
人
」
と
い
う
好

評
価
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
和
歌
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
『
諌
忍
』
①
と
同
じ

論
理
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
に
比
べ
、
『
土
芥
』
は
本
文
・
評
と
も
情
報
量
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
。
特
に
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
政
道
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

本
文
に
お
い
て
も
「
士
卒
哀
憐
ノ
心
ナ
ク
」
と
言
及
さ
れ
、
評
に
お
い
て
は
定

重
の
「
仁
心
」
「
主
将
ノ
士
ヲ
愛
ス
」
心
の
欠
如
が
専
ら
批
判
さ
れ
る
。
そ
の
政

道
は
、
①
「
猿
楽
二
相
雑
リ
、
太
鼓
・
県
警
ヲ
可
打
」
と
い
う
下
知
を
拒
否
し

た
と
い
う
「
小
過
」
で
家
士
を
切
腹
さ
せ
た
こ
と
、
②
自
分
所
用
の
指
物
の
使

用
が
叶
わ
ず
、
暇
を
願
っ
た
中
根
平
馬
の
「
勇
士
ノ
志
」
を
悪
み
、
無
吟
味
で

「
奉
公
描
イ
、
暇
ヲ
出
」
し
た
こ
と
、
③
酒
に
酔
い
「
町
人
ド
モ
打
伏
」
た
定
重

の
家
人
が
「
沙
汰
ナ
シ
守
成
」
と
い
っ
た
、
「
親
疎
二
依
テ
、
大
首
モ
被
宥
、
小

過
モ
被
詠
」
事
例
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
の

史
料
に
比
べ
、
非
常
に
具
体
的
・
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
『
土
芥
』
の
筆
者

が
藩
の
内
情
に
か
な
り
立
ち
入
っ
た
情
報
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
『
土
芥
』
に
お
い
て
は
、
「
武
学
」
は
な
く
「
武
勇
」
を
好
む
と
、
武
の

内
容
を
区
別
し
て
と
ら
え
て
い
る
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
『
土
芥
』
の
政
道
情
報
は
、
『
後
篇
』
に
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
『
後
正
』
は
『
諌
忍
』
①
か
ら
の
系
統
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
利
根
発

明
」
に
関
す
る
本
文
・
評
や
、
「
太
公
日
」
の
引
用
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

本
文
の
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
、
「
生
得
短
慮
」
「
酒
狂
ノ
上
向
テ
少
々

山
掛
ノ
行
跡
」
と
い
っ
た
新
た
な
項
目
が
追
加
さ
れ
る
。
和
歌
の
評
価
も
変
化

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
不
義
不
行
跡
」
を

受
け
た
変
化
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
評
の
変
化
と
し
て
、
主
定
重
と
と
も
に
家

臣
が
批
判
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
定
重
が
「
縦
へ
旧
臣
等
二
六
妊
ア

ル
ト
モ
暴
利
ヲ
糺
シ
政
道
正
順
タ
ラ
ン
ニ
其
臣
事
冠
詞
背
」
と
批
判
さ
れ
る
と

と
も
に
、
家
臣
も
「
只
主
君
ノ
悪
ヲ
好
ム
所
有
ハ
身
命
ヲ
軽
シ
諌
懲
シ
テ
善
道

二
至
ラ
シ
メ
世
ノ
批
判
ナ
キ
ニ
執
行
フ
ヲ
以
臣
ト
や
云
ン
」
と
さ
れ
、
「
君
ハ
君

臣
ハ
臣
ト
離
心
有
テ
国
家
治
リ
難
シ
」
と
戒
め
ら
れ
る
。
評
価
の
着
眼
点
が
、

主
だ
け
で
な
く
家
臣
に
も
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
定
重
は
宝
永
7
年
（
1
7
1
0
）
に
、
失
政
の
故
を
以
て
越
後
国
高
田

へ
移
封
と
な
る
。
郡
代
野
村
増
右
衛
門
を
死
罪
に
し
た
野
村
事
件
が
原
因
だ
っ

た
。
野
村
増
右
衛
門
は
、
定
重
在
任
期
、
度
重
な
る
災
害
復
旧
や
幾
多
の
事
業

の
完
成
に
実
力
を
発
揮
し
て
き
た
。
A
石
三
人
扶
持
と
い
う
微
禄
の
身
分
か
ら

七
五
〇
石
取
の
郡
代
に
ま
で
異
例
の
出
世
を
遂
げ
、
そ
の
勢
は
譜
代
家
老
を
凌

ぐ
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
。
野
村
事
件
に
関
す
る
藩
の
記
録
は
後
年
こ
と
ご
と

く
焼
却
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
旧
来
の
家
臣
の
妬
み
が

そ
の
背
景
に
あ
り
、
罪
名
の
殆
ど
が
冤
罪
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
わ
ず
か
に
会

計
に
関
す
る
些
細
な
罪
の
み
で
、
一
族
4
4
人
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
藩
士
そ

の
他
凡
て
3
7
0
人
制
一
説
に
5
7
0
人
）
が
死
刑
あ
る
い
は
追
放
、
罷
免
に

処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
－
）
。

　
増
右
衛
門
が
－
「
偉
蹟
」
と
称
え
ら
れ
る
復
興
事
業
を
成
し
遂
げ
た
元
禄
1
4
年

の
大
火
と
『
後
正
』
の
成
立
時
期
は
重
な
っ
て
い
る
。
野
村
事
件
の
お
こ
り
う

る
危
う
さ
が
、
主
定
重
・
家
臣
の
間
に
既
に
み
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
藩
政
の
状
況
や
定
重
・
家
臣
の
関
係
か
ら
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

《
小
雀
》

　
史
料
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
『
諌
忍
』
①
②
は
別
系
統
で
あ
り
、
『
勧
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懲
』
①
②
と
③
も
内
容
が
一
部
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
『
諫
忍
』
①
↓
『
勧

懲
』
①
②
〉
の
系
統
の
上
に
『
下
唇
』
は
あ
る
が
、
新
た
に
情
報
を
収
集
し
、

評
価
も
や
り
直
し
て
い
る
。
『
土
芥
』
は
く
『
諌
忍
』
①
↓
『
勧
懲
』
①
②
〉
と

重
な
る
点
は
あ
る
が
、
政
道
の
情
報
量
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

政
道
情
報
は
『
後
身
』
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
『
土
芥
』
と
『
後

正
』
は
別
系
統
の
史
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
．
水
野
隼
人
正
源
忠
直
（
悪
↓
悪
…
信
濃
国
松
本
藩
）

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
水
野
忠
直
は
寛
文
8
年
（
1
6
6
8
）

8
月
2
1
日
に
藩
主
と
な
る
た
め
、
両
『
聖
慮
』
に
お
い
て
は
父
忠
胤
の
記
事

と
な
っ
て
い
る
。

　
忠
胤
の
記
事
は
、
『
諌
忍
』
の
①
と
②
で
大
き
く
異
な
る
。
①
の
本
文
で
は
「
智

勇
有
」
と
さ
れ
る
が
、
評
で
は
「
智
仁
勇
之
徳
二
有
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
「
仁
」
の

欠
如
が
指
摘
さ
れ
、
「
民
ノ
貧
」
と
併
せ
て
批
判
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
②
は
、

ま
ず
本
文
の
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
お
い
て
は
「
勇
将
」
「
有
智
仁
」
と
智
仁
勇
の

全
て
が
認
め
ら
れ
、
政
道
も
「
民
ヲ
不
食
憐
有
」
と
反
対
の
評
価
で
あ
る
。
た

だ
し
評
に
お
い
て
は
、
「
忠
胤
ノ
行
不
学
ト
コ
ロ
ヲ
サ
シ
テ
不
可
」
と
し
、
「
学
」

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
以
上
の
相
違
か
ら
、
『
諫
言
』
①
②
は
別
系
統
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
『
勧
懲
』
以
降
の
忠
直
の
記
述
を
み
て
い
こ
う
。
『
勧
懲
』
①
～
③
と

も
、
本
文
・
評
の
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
本
文
が

全
て
「
短
慮
ニ
シ
テ
怒
り
ヲ
現
ス
ト
云
云
」
で
終
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
繰

り
返
す
が
、
『
諫
忍
』
は
父
忠
胤
の
記
述
で
あ
り
、
本
文
の
内
容
も
忠
直
と
は
全

く
異
な
る
。
『
勧
懲
』
を
写
本
す
る
過
程
で
の
省
略
か
、
『
諌
忍
』
以
後
に
書
か

れ
た
別
の
大
名
評
判
記
を
参
照
し
た
際
の
省
略
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ

ら
の
『
勧
懲
』
が
参
照
し
た
史
料
が
別
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
に
は
、
『
勧
懲
』
の
そ
の
他
の
写
本
と
の
比
較
が
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。
　
「
方
評
価
の
部
分
は
、
文
武
不
学
を
以
て
「
是
智
仁
ノ
勇
ニ
ア
ラ
ズ
、

血
気
ノ
勇
」
と
批
判
し
、
「
サ
レ
バ
コ
ソ
短
慮
ニ
シ
テ
怒
り
ヲ
現
ス
」
と
す
る
点

は
懇
書
と
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
「
智
仁
勇
」
の
三
点
は
、
『
諌
忍
』
①
の
父

忠
胤
の
評
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
土
芥
』
で
は
、
本
文
内
容
は
『
勧
懲
』
と
前
半
重
な
る
点
も
あ
る
が
、
「
仁

愛
ノ
心
ナ
ク
」
と
続
き
、
祖
父
忠
清
の
話
も
踏
ま
え
て
「
哀
憐
ノ
心
ナ
キ
」
政

道
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
武
」
と
「
武
芸
」
を
区
別
し
て
論
じ

て
い
る
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
評
に
お
い
て
は
、
前
半
は
『
勧
懲
』

と
一
致
し
て
い
る
が
、
『
論
語
』
の
引
用
や
武
田
勝
頼
・
源
義
経
な
ど
の
事
例
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
『
勧
懲
』
の
本
文
に
お
い
て
「
云
云
」
と
省
略
さ
れ
た
の
は
、
『
土
芥
』

の
「
仁
愛
ノ
心
ナ
ク
」
以
下
の
政
道
の
部
分
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
半
の
文

章
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
政
道
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
が
、

『
土
芥
』
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
入
っ
た
か
は
ま
だ
断
定
は
で
き
な
い
。
た
と
え

ば
『
土
芥
』
に
お
い
て
は
、
「
家
集
共
石
安
堵
ノ
思
ヒ
ナ
シ
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

武
田
勝
頼
の
例
に
つ
い
て
も
「
民
二
辛
ク
当
レ
バ
、
疎
悪
テ
、
自
然
ノ
事
ア
ル

ト
キ
ハ
百
姓
読
一
揆
ヲ
起
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
は
『
勧
懲
』
成
立
後
の
貞
享
こ
。

年
（
1
6
8
6
）
、
忠
直
治
世
下
の
松
本
に
お
い
て
、
藩
の
過
酷
な
収
奪
に
反
発

し
た
、
貞
享
（
加
助
）
騒
動
と
呼
ば
れ
る
百
姓
一
揆
が
起
こ
っ
て
い
る
（
、
）
。
悪

政
批
判
と
そ
れ
に
伴
う
百
姓
」
揆
の
警
告
は
、
貞
享
騒
動
を
受
け
た
『
土
芥
』

の
筆
者
が
独
自
に
書
き
加
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
云
云
」
部
分
の
特
定

に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
『
後
端
』
に
お
い
て
は
、
本
文
・
評
と
も
「
云
云
」
部
分
も
含
め
て

ほ
ぼ
『
勧
懲
』
と
同
内
容
に
戻
っ
て
い
る
。
『
土
芥
』
の
政
道
等
に
関
す
る
記
述

は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

《
小
括
》

　
父
忠
胤
を
記
述
し
た
『
諌
忍
』
は
①
②
で
別
系
統
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
①
の

評
が
『
勧
懲
』
①
～
③
の
忠
直
評
価
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
全
て
の
『
勧
懲
』
に
お
い
て
、
本
文
の
同
箇
所
で
「
云
云
」
を

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
勧
懲
』
が
参
照
し
て
い
た
別
書
の
存
在
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
『
勧
懲
』
の
原
本
か
、
『
諌
忍
』
後
に
成
立
し
た
別
書
で

あ
る
か
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
『
土
芥
』
は
こ
の
『
勧
懲
』
を
ふ

ま
え
つ
つ
、
新
た
に
政
道
に
つ
い
て
の
記
述
が
加
わ
る
が
、
こ
れ
が
『
勧
懲
』
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の
「
云
云
」
に
対
応
す
る
の
か
、
或
い
は
当
時
の
最
新
情
報
を
も
と
に
加
筆
し

た
部
分
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
課
題
と
な
る
。
『
後
正
』
の
記
事

は
「
云
云
」
も
含
め
て
『
勧
懲
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
『
土
芥
』
の
政
道
等
に
関
す

る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
〈
『
勧
懲
』
↓
『
土
芥
』
〉

と
は
ま
た
別
系
統
の
〈
『
勧
懲
』
↓
『
後
正
』
〉
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
勧
懲
』
の
「
云
云
」
部
分
が
鍵
と
な
っ
て
お
り
、
『
勧

懲
』
写
本
間
の
さ
ら
な
る
比
較
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

3
．
小
笠
原
土
佐
守
谷
貞
信
（
悪
↓
悪
…
美
濃
国
高
洲
藩
↓
越
前
国
勝
山
藩
）

　
『
添
景
』
①
②
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
本
文
に
お
い
て
は
、
文
武
を
「
不

好
」
と
し
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
「
平
生
遊
楽
」
・
「
衣
食
ノ
美
ヲ
好
」

・
「
美
女
ヲ
愛
」
の
三
点
が
並
び
、
〔
政
道
〕
に
つ
い
て
は
「
邪
曲
ニ
シ
テ
民
ヲ

貧
ル
」
と
さ
れ
る
。
評
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
不
行
跡
の
理
由
は
「
元
来
道
二

不
言
故
」
と
さ
れ
、
人
民
を
貧
る
政
道
は
「
ア
サ
マ
シ
」
と
批
判
さ
れ
る
。

　
『
勧
懲
』
①
～
③
も
『
諌
忍
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
本
文
は
「
孤
児

小
女
ヲ
愛
セ
リ
ト
云
々
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
云
々
」
は
、

『
諌
忍
』
の
「
邪
曲
ニ
シ
テ
民
ヲ
食
ル
」
が
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

何
故
省
略
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
評
に
お
け
る
「
元
来
道
二
不
言
」

と
い
う
理
由
は
同
じ
だ
が
、
「
改
メ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
ま
と
め
て
い
る
点
が
異

な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
土
芥
』
の
記
述
は
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
ず
本
文
に
お
け
る
〔
生
得

・
行
跡
〕
は
前
半
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
〔
政
道
〕
に
つ
い
て
「
家
民
ノ
不
義

ヲ
バ
唇
歯
稠
シ
ク
政
道
」
と
い
っ
た
記
述
が
加
わ
る
。
こ
の
部
分
が
『
勧
懲
』

の
「
云
々
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
な
ぜ
な
ら
『
土
芥
』
の
評
は
「
吾
ハ
悪

ニ
シ
テ
家
書
ノ
不
善
ヲ
バ
轡
メ
テ
稠
シ
ク
沙
汰
」
と
い
う
、
『
勧
懲
』
と
は
異
な

る
、
『
土
芥
』
の
本
文
に
基
づ
い
た
基
準
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

や
は
り
『
勧
懲
』
の
「
云
々
」
は
、
『
諫
忍
』
の
「
邪
曲
ニ
シ
テ
民
ヲ
貧
ル
」
で

あ
ろ
う
。
評
に
お
い
て
『
文
選
』
『
小
学
』
な
ど
様
々
な
引
用
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
も
、
『
土
芥
』
の
特
徴
で
あ
る
。

　
『
後
正
』
に
お
い
て
は
、
「
云
々
」
部
分
も
含
め
て
『
勧
懲
』
と
ほ
ぼ
同
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

《
小
半
》

　
小
笠
原
貞
信
に
つ
い
て
は
〈
『
写
像
』
↓
『
勧
懲
』
↓
『
後
正
』
〉
と
い
う
流

れ
が
あ
り
、
こ
の
系
統
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
や
や
別
の
ラ
イ
ン
に
『
土
芥
』
が

存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

4
．
市
橋
下
総
守
藤
原
政
信
（
悪
↓
悪
“
近
江
国
仁
正
寺
藩
）

　
『
諌
忍
』
の
①
と
②
の
ち
が
い
は
、
①
の
み
「
馬
ヲ
好
」
と
い
う
記
述
が
あ

る
点
、
①
の
「
好
曲
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
才
智
少
シ
」
が
②
に
お
い
て
は
「
少
無
才

ノ
様
二
見
ル
ト
申
人
毛
」
と
な
っ
て
い
る
点
の
、
二
点
で
あ
る
。
①
②
と
も
評

は
な
く
、
本
文
の
「
生
得
ス
ナ
ヲ
」
「
寛
淳
（
々
）
」
「
美
女
ヲ
愛
」
「
遊
楽
」
と

い
っ
た
記
述
や
、
本
文
の
名
が
父
の
「
長
政
」
と
誤
っ
て
い
る
点
も
一
致
し
て

い
る
。

　
『
勧
懲
』
の
①
～
③
は
全
く
同
内
容
で
あ
る
。
『
諌
忍
』
と
比
較
す
る
と
、
評

が
な
い
点
は
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
生
得
ス
ナ
ヲ
」
「
妊
曲
ナ
シ
」
と
い
う

『
諌
忍
』
①
の
事
項
が
受
け
継
が
れ
、
「
行
跡
悪
馬
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
記
述
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
美
女
ヲ
愛
」
「
遊
楽
」
に
つ
い
て
は
、
「
少
々
美
女
ヲ

愛
シ
或
ハ
舞
楽
ヲ
好
ミ
見
物
ラ
ス
ク
ト
イ
試
写
敢
テ
偏
愛
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」

と
い
う
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。

　
一
方
『
土
芥
』
の
本
文
の
記
述
は
、
『
勧
懲
』
と
前
半
重
な
る
が
、
新
た
に
付

け
加
え
ら
れ
た
事
項
も
多
い
。
文
武
に
つ
い
て
「
沙
汰
ナ
シ
」
と
し
て
い
る
の

は
、
『
勧
懲
』
に
お
い
て
記
述
が
な
い
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

「
文
」
に
つ
い
て
は
「
歌
道
」
の
話
が
追
加
さ
れ
て
い
る
た
め
、
評
に
お
い
て

「
和
歌
ヲ
好
ト
キ
ハ
ノ
敢
テ
無
学
ト
ハ
云
難
シ
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
〔
生
得

・
行
跡
］
に
つ
い
て
は
、
「
好
曲
ナ
シ
」
「
行
跡
悪
儀
ナ
ラ
ズ
」
の
記
述
は
な
い

が
、
他
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
〔
政
道
〕
に
つ
い
て
は
「
嗜
ム
」
と
い

う
記
述
が
加
わ
る
。
評
価
に
お
い
て
は
、
和
歌
に
よ
っ
て
「
文
」
が
無
学
で
は

な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
「
武
ナ
キ
将
ヲ
バ
器
欠
ケ
タ
リ
」
と
武
の
欠
如

が
主
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
美
女
愛
と
舞
楽
好
み
に
つ
い
て
は
、
「
偏
愛
ナ
シ
」

の
た
め
「
苦
シ
カ
ル
マ
ジ
」
と
許
容
さ
れ
る
。
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『
後
正
』
の
本
文
は
『
勧
懲
』
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
、
評
は
『
土
芥
』

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
評
価
が
厳
し
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
『
土
芥
』

の
和
歌
の
話
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「
文
武
ノ
学
ビ
ナ
キ
」
と
い
う
評
価

に
低
下
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
に
お
い
て
「
美
女

ヲ
愛
シ
或
ハ
舞
楽
ヲ
好
ミ
見
物
ヲ
ス
ク
ト
云
云
」
と
し
て
、
「
敢
テ
偏
愛
ト
云
ニ

ハ
ア
ラ
ズ
」
と
い
う
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
評
で
は
「
所

行
宜
シ
カ
ル
マ
シ
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
「
此
将
偏
愛
ト
云
ニ
ハ
非
ズ
ト
也
」

と
い
う
一
文
も
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
云
云
」
の
内
容
に
つ
い
て
筆
者
は
把

握
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

《
小
括
》

　
『
諌
忍
』
①
②
の
内
容
は
＝
部
相
違
が
み
ら
れ
、
『
勧
懲
』
①
～
③
は
『
諌
忍
』

①
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
系
統
を
踏

ま
え
つ
つ
新
た
な
情
報
が
追
加
さ
れ
た
の
が
『
土
芥
』
で
あ
る
。
『
後
正
』
の
本

文
は
『
勧
懲
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
『
土
芥
』
の
評
価
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
『
土
芥
』
『
後
勘
』
は
別
系
統
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
〈
『
諌

忍
』
①
↓
『
勧
懲
』
↓
『
土
芥
』
〉
〈
『
寒
星
』
①
↓
『
勧
懲
』
↓
『
後
指
』
〉
と

い
う
二
つ
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
．
久
留
島
信
濃
守
越
智
通
清
（
悪
↓
悪
”
豊
後
鴬
野
藩
）

　
『
諌
早
』
①
②
は
本
文
の
み
で
あ
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
異
な

る
点
も
あ
る
。
第
一
に
、
①
の
み
「
馬
ヲ
ス
キ
」
と
い
う
事
項
が
あ
る
点
、
第

二
に
①
の
「
行
跡
悠
」
の
記
述
が
、
②
で
は
「
生
得
直
ニ
シ
テ
悠
寛
」
と
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
②
の
み
政
道
に
つ
い
て
「
軍
民
ノ
仕
置
等
ヨ
シ
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
①
本
文
の
「
居
所
」
の
説
明
に
お
け
る
「
国

民
ノ
仕
置
ヨ
シ
」
と
い
う
記
述
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
内
容

的
に
は
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
『
勧
懲
』
は
①
～
③
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
『
諌
忍
』
①
と
同
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
評
価
が
な
い
点
も
土
ハ
通
し
て
い
る
。

　
『
土
芥
』
の
本
文
は
、
『
勧
懲
』
か
ら
大
き
く
変
化
し
、
専
ら
悪
い
記
述
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
ず
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
、
「
行
跡
二
悪
行
ハ
ナ
シ
」
・

と
し
つ
つ
も
、
電
俵
之
心
有
」
「
美
女
愛
」
「
遊
楽
好
」
と
い
っ
た
点
が
指
摘
さ

れ
る
。
〔
政
道
〕
に
つ
い
て
は
「
油
ロ
ニ
テ
家
人
ヲ
証
」
点
が
指
摘
さ
れ
、
「
居

所
」
の
説
明
に
お
い
て
も
「
家
民
之
仕
置
不
平
」
と
悪
評
価
に
転
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
筆
者
の
評
も
悪
評
価
と
な
る
が
、
特
に
「
油
九
二
テ
家

人
ヲ
証
」
点
が
、
主
将
と
し
て
の
「
信
」
「
誠
」
が
な
い
と
、
『
荘
子
』
を
引
用

し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
女
に
費
や
す
金
銀
を
「
少
シ
家
民
二
施
サ

バ
誉
ノ
善
将
タ
ル
ベ
シ
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
『
後
正
』
の
本
文
は
、
文
武
に
関
す
る
記
述
と
「
行
跡
悠
」
と
い
う
記

述
は
『
勧
懲
』
と
一
致
す
る
が
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
、
「
祈
祷
」
や

「
遊
楽
」
の
話
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
土
芥
』
に
お
け
る
政
道
の
話

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　
興
味
深
い
の
は
、
『
土
芥
』
と
同
じ
悪
評
価
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
土
芥
』
に
お
い
て
は
「
信
ナ
キ
ハ
主
将
第
一
之
皆

野
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
主
と
家
人
の
間
の
「
信
」
が
重
視
さ
れ
て
お

り
、
浪
費
を
不
可
と
す
る
の
も
「
家
民
二
施
」
を
求
め
た
た
め
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
視
点
は
「
三
民
」
に
あ
る
と
言
え
る
。
　
一
方
『
後
正
』
に
お
い
て
ま
ず
批

判
さ
れ
る
の
は
「
祈
念
祈
祷
」
で
あ
り
、
「
政
道
宜
シ
キ
ニ
於
テ
」
は
必
要
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浪
費
を
批
判
さ
れ
て
い
る
点
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
理

由
は
異
な
る
。
『
後
会
』
に
お
い
て
は
「
万
一
公
用
重
キ
時
ハ
何
ヲ
以
テ
勤
向
ラ

ル
ヘ
シ
」
「
当
時
御
尚
蔵
ナ
レ
ハ
ト
テ
武
ノ
家
二
生
レ
乱
ヲ
忘
レ
軍
ヲ
思
ハ
サ
ル

愚
将
ノ
道
二
非
ス
」
と
い
う
理
由
で
、
浪
費
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
「
手
前
ス
リ

切
軍
役
ノ
覚
悟
モ
ナ
ク
テ
ハ
人
主
ノ
心
得
ト
勘
注
難
シ
」
と
い
う
↓
文
が
示
す

よ
う
に
、
「
公
用
」
「
軍
役
」
と
い
っ
た
幕
府
と
の
関
係
が
視
野
に
入
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
土
芥
』
『
後
干
』
は
、
同
じ
悪
評
価
で
あ
っ
て
も
評
価

基
準
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
行
跡
や
政
道
に
関
す
る
本
文
内
容
の
違
い
も
含
め
、
『
土
芥
』
と
『
後
世
』
は

や
は
り
関
係
性
が
薄
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が

本
文
・
評
価
と
も
悪
に
転
じ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
延
宝
3
年
の
『
勧
懲
』

以
後
、
政
道
・
行
跡
の
悪
化
が
当
時
一
般
に
認
識
さ
れ
う
る
も
の
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
今
回
確
認
し
た
限
り
、
通
清
の
政
道
・
行
跡
の
悪
化
を
示
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す
史
料
・
文
献
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
、
）
。
今
後
さ
ら
に
調
査
し
て
い

き
た
い
。

　
な
お
『
寛
政
重
言
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
尊
墨
は
元
禄
1
3
年
9
月
2
9
日

に
死
去
し
て
い
る
。
『
後
正
』
は
元
禄
1
4
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

少
な
く
と
も
通
清
の
記
事
に
つ
い
て
は
元
禄
1
3
年
9
月
2
9
日
以
前
の
情
報

に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

《
小
言
》

　
『
諌
忍
』
①
②
は
本
文
内
容
に
一
部
相
違
が
み
ら
れ
、
『
諌
忍
』
①
と
『
勧
懲
』

①
～
③
は
同
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
〈
『
諌
忍
』
①
↓
『
勧
懲
』
〉
の
流
れ
が

確
認
で
き
る
。
『
土
芥
』
は
情
報
量
が
非
常
に
増
え
、
本
文
の
大
半
が
『
勧
懲
』

と
異
な
っ
て
い
る
。
『
後
脳
』
も
情
報
量
は
か
な
り
増
え
て
い
る
が
、
『
土
芥
』

の
内
容
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
『
勧
懲
』
と
重
な
る
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
〈
『
諌
忍
』
①
↓
『
勧
懲
』
↓
『
自
盛
』
〉
の
系
統
が
考
え
ら
れ
る
。
堅

甲
の
記
述
に
お
い
て
は
、
『
土
芥
』
に
至
る
流
れ
は
み
ら
れ
な
い
。

6
．
松
平
佐
渡
守
源
忠
充
（
悪
↓
悪
”
伊
勢
国
長
島
藩
）

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
松
平
忠
充
は
貞
享
2
年
（
1
6
8
5
）

1
0
月
7
日
に
藩
主
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
『
諌
忍
』
『
勧
懲
』
に
お
い
て
は
父

良
尚
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
良
尚
の
記
事
か
ら
み
て
い
こ
う
。

　
『
諌
忍
』
①
②
は
本
文
の
み
だ
が
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
、
①
の
「
美

少
年
ヲ
愛
」
が
②
に
は
な
く
、
代
わ
り
に
「
直
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
点

が
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
勧
懲
』
の
①
～
③
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
『
諌
忍
』
①
に
拠
り
つ
つ
、
〔
生

得
・
行
跡
〕
に
「
心
意
悠
然
」
「
不
念
」
と
い
う
事
項
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
『
土
芥
』
か
ら
は
忠
充
の
記
述
と
な
り
、
当
然
本
文
の
内
容
も
『
勧
懲
』
と

は
異
な
る
。
『
土
芥
』
に
お
い
て
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
身
上
恰
合
二

等
、
家
人
之
仕
ヒ
様
、
位
高
過
テ
、
士
卒
迷
惑
」
す
る
と
い
う
、
「
行
義
強
」
「
人

使
ヒ
不
宜
」
振
舞
い
で
あ
る
。
評
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
実
例
を
挙
げ
、
「
不

知
分
限
」
「
奢
」
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
「
女
色
」

「
美
少
人
」
愛
も
「
難
ア
ル
」
と
は
さ
れ
る
が
、
前
述
さ
れ
て
い
る
た
め
特
に

評
は
な
い
。
ま
た
、
本
文
で
父
良
尚
に
つ
い
て
「
女
色
」
「
美
少
人
」
愛
は
あ
る

が
、
「
心
悠
然
」
「
行
跡
寛
淳
」
「
人
使
ヨ
カ
リ
シ
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の

は
、
『
勧
懲
』
の
良
尚
記
事
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
後
正
』
も
忠
充
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
本
文
か
ら
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま

ず
『
土
芥
』
に
お
い
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
政
道
に
つ
い
て
は
、
「
家
民

ノ
仕
置
等
穏
」
と
好
評
価
に
転
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
代
わ
っ
て
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
「
女
色
」
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
子
息
石
見
守
蟄
居
モ
元
来

女
色
ヨ
リ
起
テ
大
切
ノ
賢
息
ヲ
捨
ラ
レ
ヌ
」
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
こ
の
た
め

に
「
一
ツ
ニ
ツ
ヨ
キ
事
ア
リ
ト
云
共
セ
ン
ナ
キ
事
ナ
リ
」
と
い
う
厳
し
い
評
価

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
忠
章
に
つ
い
て
は
、
『
寛
政
重
青
帽
家
譜
』
に
「
元
禄
元
年
石
見
守
に
あ

ら
た
む
。
そ
の
の
ち
や
ま
ひ
に
よ
り
て
嫡
を
辞
し
、
後
父
と
不
和
な
る
に
よ
り
、

舅
松
平
紀
伊
守
信
磨
が
領
知
丹
波
国
笹
山
に
住
し
、
享
保
二
十
年
八
月
二
十
八

日
死
す
。
」
（
、
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
『
後
指
』

の
「
嫡
子
」
の
項
目
の
忠
章
の
説
明
に
は
「
已
一
二
二
十
在
所
蟄
居
」
と
あ
る
た

め
、
嫡
を
辞
す
前
に
在
所
蟄
居
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
蟄
居
時

期
を
示
し
た
文
献
は
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
（
一
。
）
、
『
土
芥
』
に
そ
の
事
件

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
『
土
芥
』
の
元
禄
3
年
以
降
の
事
件
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
忠
章
蟄
居
と
い
う
情
報
が
加
わ
り
、
同
じ
悪
評
価
で
あ
り
な
が
ら
『
土
芥
』

と
『
後
篇
』
の
本
文
・
評
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
忠
充
は

こ
の
後
元
禄
1
5
年
8
月
2
1
日
、
乱
心
の
た
め
領
知
を
没
収
さ
れ
て
い
る
（
，
）
。

《
小
々
》

　
『
諌
忍
』
『
勧
懲
』
は
と
も
に
父
良
尚
の
記
事
だ
が
、
『
諌
忍
』
①
と
『
勧
懲
』

①
～
③
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
飴
煮
』
②
は
内
容
の
相
違
か
ら
別

系
統
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
土
芥
』
『
後
正
』
は
と
も
に
竪
琴
の
記
事
で
あ
り
、
悪
評
価
と
い
う
点
で
も

一
致
し
て
い
る
が
、
本
文
・
評
と
も
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
別
系
統
の

書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
勧
懲
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
土
芥
』
は
父

良
尚
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
勧
懲
』
を
参
照
し
て
書
い
て
い
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る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
後
正
』
に
つ
い
て
は
、
良
尚
の
記
事
が
な
い
た
め
『
勧
懲
』

と
の
関
係
は
見
え
に
く
い
。

7
．
加
藤
佐
渡
守
藤
原
明
英
（
良
↓
悪
“
近
江
国
水
口
藩
↓
下
野
国
壬
生
藩
）

　
加
藤
明
英
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
貞
享
1
年
（
1
6
8
4
）
2

月
1
2
日
に
藩
主
と
な
る
た
め
、
『
諌
忍
』
『
勧
懲
』
に
お
い
て
は
父
明
友
の
記

述
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
諫
忍
』
①
と
②
は
本
文
の
み
だ
が
、
そ
の
内
容
は
異
な
る
。
①
は
文
武
に

つ
い
て
「
文
道
武
略
ヲ
マ
ナ
ビ
」
と
し
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
に
つ
い
て
は
「
礼
儀

ヲ
正
」
「
行
跡
寛
々
」
「
誠
二
誉
レ
ノ
将
」
と
い
う
三
点
が
示
さ
れ
る
。
〔
政
道
〕

に
つ
い
て
は
、
「
奢
事
ナ
ク
ノ
家
民
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
②
に

お
い
て
は
、
文
武
は
「
文
武
両
道
」
と
さ
れ
、
〔
生
得
・
行
跡
〕
は
「
行
跡
柔
和
」

「
徳
實
」
「
憐
慰
」
「
直
」
「
寛
々
」
「
有
威
」
と
い
っ
た
表
現
と
な
り
、
〔
政
道
〕

も
「
雪
下
ヲ
愛
シ
或
上
ヲ
敬
礼
法
ヲ
不
乱
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
勧
懲
』
の
①
～
③
は
『
諌
忍
』
①
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
〔
生
得
・
行

跡
〕
に
つ
い
て
「
謙
譲
ヲ
守
」
と
い
う
事
項
が
追
加
さ
れ
て
い
る
点
、
父
明
成

の
非
義
を
記
し
た
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
土
芥
』
『
後
正
』
は
明
英
の
記
事
と
な
る
が
、
実
は
〈
『
土
芥
』
↓
『
後
高
』
〉

で
評
価
が
〈
良
↓
悪
〉
に
下
が
っ
て
い
る
大
名
は
こ
の
1
名
の
み
で
あ
る
。
非

常
に
稀
な
事
例
だ
が
、
そ
の
評
価
低
下
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
『
土
芥
』
の
本
文
を
見
て
気
が
つ
く
の
は
、
『
勧
懲
』
の
明
友
に
つ
い
て

の
本
文
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
〔
生
得
・
行

跡
〕
に
つ
い
て
「
才
智
理
癬
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
〔
政
道
〕
に

つ
い
て
「
奢
」
か
ら
「
奪
」
に
変
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
だ
が
後
者
に
つ
い

て
は
、
字
の
形
が
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
写
し
間
違
い
で
あ
る
可
能
性
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
土
芥
』
に
お
い
て
は
、
明

友
に
つ
い
て
「
隠
ナ
キ
学
者
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
『
勧
懲
』
に
は

な
い
た
め
、
そ
の
典
拠
は
別
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
土
芥
』
と
『
勧
懲
』
の

関
係
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
先
に
『
壮
健
』
の
記
事
を
検
討
し

た
い
。

　
『
後
正
』
に
お
け
る
明
友
記
事
は
『
勧
懲
』
と
一
致
し
、
新
た
に
「
老
後
」

に
つ
い
て
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
明
友
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
『
勧
懲
』
を

参
照
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
明
英
の
本
文
は
、
『
土
芥
』
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
第
一
に
「
文
武
ヲ
学
」
と
い
う
記
事
は
、
「
文
道
ヲ
遠
忌
ル
ル
ノ
沙
汰

ナ
ク
武
法
ヲ
学
」
に
変
わ
り
、
文
道
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
に
〔
生
得

・
行
跡
〕
に
つ
い
て
も
、
「
行
跡
正
」
「
生
得
発
明
過
タ
リ
」
「
所
行
少
々
不
宜
」

と
な
る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
「
云
云
」
と
い
う
省
略
が
用
い
ら
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
写
本
過
程
で
省
略
し
た
か
、
そ
も
そ
も
『
後
正
』
の
筆
者

が
明
英
の
記
事
を
書
く
に
あ
た
っ
て
参
照
す
る
べ
き
書
が
別
に
あ
っ
た
か
、
二

つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
『
後
正
』
の
諸
本
と
の
比
較
が
必
要
と

な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
第
三
に
［
政
道
〕
に
つ

い
て
も
「
家
国
ノ
政
道
順
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
評
も
『
土
芥
』
と
異
な
り
悪
評
価
と
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の

よ
う
に
示
さ
れ
る
。
ま
ず
、
文
道
の
不
足
は
「
殊
二
今
寺
社
職
ヲ
司
り
天
下
ノ

神
社
寺
院
ノ
沙
汰
ヲ
執
行
ハ
ル
事
大
方
ニ
チ
ハ
叶
ヒ
難
」
こ
と
で
あ
る
。
次
に

「
所
行
少
々
不
宜
」
（
こ
れ
は
、
家
士
が
他
家
に
仕
え
る
こ
と
に
構
う
事
例
が
挙

げ
ら
れ
る
）
こ
と
は
、
「
殊
二
天
下
ノ
大
役
三
惑
シ
テ
ハ
只
大
方
ニ
チ
ハ
叶
ヒ
難

シ
」
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
後
正
』
に
お
い
て
は
、
寺
社
奉
行
・
若

年
寄
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
大
方
ニ
チ
ハ
叶
ヒ
難
シ
」
と
い
う
厳
し
い
評
価
が
下

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
実
際
、
明
英
の
寺
社
奉
行
就
任
期
間
は
元
禄
2
年
8
月
3
日
か
ら
元
禄

3
年
1
0
月
2
1
日
、
若
年
寄
就
任
は
元
禄
3
年
1
0
月
2
1
日
か
ら
正
徳
1

年
で
あ
る
（
・
）
。
『
土
芥
』
は
元
禄
3
年
成
立
で
あ
る
か
ら
、
『
土
芥
』
の
時
点
で

少
な
く
と
も
寺
社
奉
行
に
は
就
任
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
理
由
と
し
た

評
価
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
単
に
筆
者
の
評
価
基
準
の
違
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
前
述
の
『
土
芥
』
と
『
勧
懲
』
の
比
較
考
察
か
ら
、
以
下
の
仮
説
が

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
土
芥
』
の
筆
者
は
明
英
の
記
述
に
あ
た
り
、
故
意

か
偶
然
の
ミ
ス
か
、
『
勧
懲
』
の
父
明
友
に
つ
い
て
の
本
文
記
事
を
引
用
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
「
良
将
」
と
い
う
評
価
を
下
し
た
。
一
方
『
後
戸
』
に
お
い
て

は
、
『
勧
懲
』
の
記
事
は
そ
の
ま
ま
明
友
の
記
事
と
し
て
引
用
さ
れ
、
明
英
に
つ

翫1
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い
て
は
新
た
に
情
報
を
収
集
し
、
評
価
を
下
し
た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん

『
土
芥
』
に
お
け
る
取
り
違
え
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
ま
だ
断
言
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
土
芥
』
の
記
事
に
何
ら
か
の
『
勧
懲
』
の
影
響
が
あ
る

こ
と
は
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
小
括
》

　
『
沼
杉
』
『
勧
懲
』
は
父
明
友
の
記
述
で
あ
る
。
『
諌
忍
』
①
②
は
内
容
が
異

な
っ
て
お
り
、
『
勧
懲
』
①
～
③
は
『
諌
言
』
①
の
記
事
と
ほ
ぼ
↓
致
す
る
。
『
土

芥
』
は
明
英
の
記
事
だ
が
、
本
文
は
『
勧
懲
』
の
明
友
記
事
と
ほ
ぼ
同
内
容
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
『
土
芥
』
と
『
勧
懲
』
の
何
ら
か
の
関
連
性
は

指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
『
後
喜
』
で
は
、
父
明
友
の
記
事
と
し
て
『
勧
懲
』

記
事
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
性
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
『
後
正
』

に
お
け
る
「
云
云
」
で
何
が
省
略
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
何
に
拠
る
も

の
だ
っ
た
の
か
、
『
後
正
』
が
『
勧
懲
』
以
外
に
参
照
し
た
第
三
書
の
可
能
性
も

念
頭
に
お
い
て
、
写
本
同
士
の
比
較
か
ら
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
比
較
作
業
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
各
書
の
位
置
づ
け
を
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

　
『
諫
忍
』
は
①
②
で
別
系
統
の
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
『
諌
忍
』

①
の
記
述
内
容
と
『
勧
懲
』
①
～
②
の
一
致
が
多
い
こ
と
か
ら
、
〈
『
諌
忍
』
①

↓
『
勧
懲
』
①
②
〉
と
い
う
流
れ
が
み
え
て
く
る
。
『
勧
懲
』
③
も
『
諌
事
』
①

と
一
致
す
る
点
は
多
い
が
、
松
平
定
重
の
事
例
の
よ
う
に
、
本
文
が
異
な
る
場

合
も
あ
る
た
め
、
や
や
系
統
の
異
な
る
書
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
水
野
忠
直
の
事
例
の
よ
う
に
、
『
諌
忍
』
が
父
忠
胤

の
記
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
勧
懲
』
で
「
云
云
」
と
い
う
省
略
が
用
い

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
『
勧
懲
』
が
参
照
し
た
書
は
『
諌
忍
』

の
み
で
は
な
い
可
能
性
が
み
え
て
き
た
。
写
本
同
士
の
比
較
が
今
後
の
課
題
と

な
ろ
う
。

　
『
土
芥
』
は
『
勧
懲
』
①
②
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
も
多
く
、
典
拠
と
し

た
可
能
性
は
高
い
が
、
追
加
の
情
報
量
が
非
常
に
多
い
。
特
に
、
本
文
に
お
い

て
は
政
道
関
係
に
必
ず
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
藩
の
内
情
に
か
な
り
立
ち
入
っ

た
具
体
的
・
詳
細
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
他

書
と
比
較
し
て
、
文
武
の
内
容
の
区
別
に
注
意
し
て
い
る
点
、
評
価
に
あ
た
り

引
用
が
多
い
点
も
特
徴
と
い
え
る
。

　
『
後
正
』
は
『
勧
懲
』
①
②
と
本
文
・
評
が
一
致
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

『
諌
懲
後
正
』
と
い
う
書
名
か
ら
も
、
そ
の
関
係
性
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
全

く
同
じ
で
は
な
く
情
報
が
追
加
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
『
勧
懲
』
と
の
違
い

と
し
て
は
、
必
ず
筆
者
の
評
を
示
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
加

藤
明
英
の
場
合
、
『
勧
懲
』
が
父
明
友
の
記
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
雨
眉
』

で
「
云
云
」
と
い
う
省
略
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、
『
後
正
』
が
参
照

し
た
書
が
『
勧
懲
』
以
外
に
存
在
す
る
可
能
性
を
ふ
ま
え
て
、
写
本
同
士
の
比

較
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
『
土
芥
』
と
『
後
正
』
の
関
係
性
は
ほ
と
ん
ど
み
え
て
こ
な
い
。
両
書

に
一
致
す
る
の
は
、
主
に
『
勧
懲
』
①
②
か
ら
の
引
用
部
分
で
あ
り
、
『
土
芥
』

に
記
載
さ
れ
た
詳
細
な
政
道
情
報
が
『
後
正
』
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
も
、
『
土
芥
』
と
『
後
正
』
は
別
系
統
の
書
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。
『
後
盾
』
の
筆
者
が
『
土
芥
』
を
参
照
し
た
可
能
性
は
低
い
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
各
回
の
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
、
【
図
①
】
で
あ
る
。

　
不
十
分
で
は
あ
る
が
以
上
の
比
較
・
位
置
づ
け
か
ら
、
同
書
の
性
格
を
考
え

て
み
た
い
。

　
ま
ず
『
諌
忍
』
『
勧
懲
』
は
、
そ
の
内
容
の
一
致
か
ら
共
通
し
た
性
格
の
書
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
非
常
に
簡
潔
で
あ
り
、
評
価
の
な
い
大
名
も
多
い
。
必

ず
し
も
大
名
の
評
価
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
様
々
な
系
統
の

写
本
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
も
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
比
較
を
通
じ
て

さ
ら
に
性
格
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
『
土
芥
』
は
、
藩
の
内
情
に
立
ち
入
っ
た
具
体
的
・
詳
細
な
情
報
が
多

い
こ
と
か
ら
、
筆
者
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
他
書
の
筆
者
と
は
異
な
る
立
場
の
筆
者
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

評
価
も
他
書
に
比
べ
て
良
か
悪
か
が
明
確
で
あ
り
、
評
価
が
重
要
な
目
的
で
あ

を1
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つ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
今
回
は
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
文
武
の
内
容
の
区
別
、
政
道
へ
の
言
及
の
重
視
な
ど
も
他
書
に
は
な
い

特
徴
で
あ
り
、
本
書
の
性
格
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

『
後
正
』
も
『
勧
懲
』
に
拠
り
つ
つ
も
筆
者
の
評
価
を
必
ず
付
し
て
い
る
。

だ
が
そ
の
評
価
基
準
は
『
土
芥
』
と
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
「
悪
」
と
断
定
さ
れ

る
大
名
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
『
土
芥
』
か
ら
悪
評
価
に
転
じ
た
大
名
は
加
藤
明

英
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
土
芥
』
の
筆
者
が
父
明
友
と
取
り
違
え
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
班
の
比
較
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

多
く
の
大
名
の
評
価
が
「
良
」
「
普
」
で
あ
り
、
良
悪
で
評
価
さ
れ
て
い
な
い
大

名
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
『
後
正
』
の
目
的
が
、
大
名
の
「
良
」
「
悪
」
を
明

確
に
区
別
す
る
点
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ

ま
り
、
そ
の
性
格
は
『
諌
忍
』
『
勧
懲
』
に
近
く
、
『
土
芥
』
と
は
異
な
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
で
は
各
書
の
比
較
を
通
じ
て
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
が
、
結
果
と
し

て
、
本
稿
は
そ
の
基
礎
作
業
に
過
ぎ
ず
、
新
た
な
史
料
の
存
在
の
可
能
性
も
含

め
て
、
今
後
も
多
く
の
諸
本
と
の
比
較
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
今
回
は
7
名
の
み
の
比
較
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
の
蓄
積
が

必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
る
位
置
づ
け
を
通
じ
、
各
書
の
性
格
が

明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
記
述
内
容
の
考
察
も
さ
ら
に
深
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

（
1
）
『
桑
名
市
史
　
本
編
』
（
桑
名
市
教
育
委
員
会
、
1
9
5
9
年
）
。

（
2
）
『
松
本
市
史
　
第
二
巻
　
歴
史
編
H
近
世
』
（
松
本
市
、
1
9
9
5
年
）
。

（
3
）
『
玖
珠
郡
史
』
（
玖
珠
町
、
1
9
6
5
年
）
、
『
玖
珠
町
史
』
（
玖
珠
町
、

2
0
0
1
年
）
を
確
認
し
た
。

（
4
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
　
第
一
』
、
2
8
1
頁
。

（
5
）
『
長
島
町
誌
　
上
・
下
』
（
長
島
町
教
育
委
員
会
、
1
9
7
6
・
1
9
7

8
年
）
を
確
認
し
た
が
、
忠
章
の
記
事
は
、
ほ
ぼ
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
拠

っ
て
い
た
。

（
6
）
『
寛
政
重
修
家
譜
　
第
一
』
、
2
8
1
頁
。
長
谷
川
強
校
注
『
元
禄
世
間

咄
風
聞
集
』
（
岩
波
文
庫
、
1
9
9
4
年
）
2
4
5
～
2
5
0
頁
。

（
7
）
『
寛
政
重
修
家
譜
』
、
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
に
よ
る
。

【
参
考
文
献
】

・
『
新
訂
　
寛
政
重
軽
質
家
譜
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
1
9
6
4
～
1
9
6

7
年
）
。

・
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
1
9
9
9
年
）
。

・
『
藩
史
大
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
、
1
9
8
8
～
1
9
9
0
年
）
。

刻
係

関
書各

①

悩
、
；
．
．
．

薦
…

漕
ノ

　
一三

…
『

　
回盲

『

，
↓①

　
忍諫

『

②刮僻
③鯛㈱
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【
鼎
∩
）
『
聾
槻
黙
剣
難
』
・
『
聾
醐
轡
購
財
田
』
・
『
自
切
聾
唖
剖
』
・
『
白
鍵
黙
目
…
』
甜
「
耕
菖
薄
賭
】

白
干

瞭
・
疎
晦

》
菌
菌

滑
聾

掃

聾

辟
乖
・
諏
奪

罫
晦
・
画
槻

櫓
瞭
S
瑠
曹

諦
躁
㊥
（
掃
丑
肝
　
　
C
）

三
軒
N
（
卵
S
蒔
S
蹄
輩
肝
　
　
e

舛
醤
難
閥
　
剖
θ

①

×

圃
○

唖
聾
田
費
到
・
莞
二
戴
謙
温
斗
＼
マ
三
千
箇
黛
思
・
温
謳
瀞

、
琴
　
　
　
［
　
　
　
　
・
　
＼
で
口
　
　
＼
ノ
剛
、
、
“
ノ
簿
」
・
「
掛
＼
嵐
＼
群
薄
呈
無
〉
峡
旨
顔
＼
細
粛
」
・
曽
鐸
↓
「
口
元
“
〉
燕
丑
＼
瑠
黛
＝
　
ア
＼
へ
〉
て
圭
叩
論
訓
“
劃
「
貼
鵡
｝
軸
灘
“
上
叩
叫
π

「
涜
》
囮
」

温
颯
G
。
（
一
①
窃
『
）
一
〇
』
四
強
二
三

沸
柵
慰
鄭
　
訓
㊥

①

沸
懸
田
冷
麟
誘
図
d
細
燭
黛
忌
斗
卿
（
曽
蝉
）

×

柵
0

益
益
縄
野
翼
・
融
二
甫
謙
温
斗
、
マ
蝸
琳
箇
黛
鳳
・
黙
轟
頑
悔

1

嘱
（
「
三
文
柵
冷
V
三
三
嵐
」
↓
「
爵
顔
阯
粛
」
・
蓄
鐸
洋
＋
二
↓
「
畜
阯
財
誉
図
“
警
」
　
「
圖
醤
測
嬉
＼
讐
ヨ
鶉
翻
ア
薪
〉
㌣
」
　
「
三
三
田
口
旧
藩
ア
ヌ
＼
マ
＼
・
醜
轟
＼

聾
醤
轡
酸
　
訓
e

G
O

聾
抽
田
鞘
功
無
調
殴
嚥
乃
偶
（
蓄
蝉
）

×

柵
○

曽
盤
割
野
翼
・
差
凝
爵
三
三
黛
鳳
・
温
＼
ナ
》
燭
爆

1

朔
（
蝋
二
三
四
温
箇
黛
＝
↓
蕪
瓦
λ
雑
劇
誉
・
料
沸
副
底
弓
舜
聞
き
聾
「
峡
ヨ
諭
い
薗
斜
薄
」
・
曽
蝉
↓
「
三
二
＼
ノ
黙
曲
」
鳶
訪
「
罰
“
劃
幣
“
＼
ノ
半
メ
」
）

「
冴
》
田
」

鼻
醤
薄
醜
　
訓
⑲

O
o

蕗
相
露
モ
4
（
覇
）
三
三

聾
三
田
冷
加
副
細
阯
轟
功
価
（
曽
蝉
）

×

拙
○

曽
巽
割
球
翼
・
望
蒐
謙
蚤
爵
黛
三
聖
“
・
温
＼
」
・
卜
田
瞳

1

颯
（
弗
二
三
謙
温
品
黛
＝
↓
黙
瓦
Σ
贈
蜘
妊
・
掛
卑
痛
論
弓
舜
閃
き
媒
「
洩
ヨ
諭
“
箇
遡
油
」
　
・
傍
輩
↓
「
聾
臣
＼
ノ
薫
適
」
茂
誘
「
罰
い
剖
諮
“
〉
半
ヌ
」
）

「
冴
ゆ
皿
」

聾
蝿
轡
醍
　
融
㊥

G
o

沸
柵
畷
冷
附
差
調
＼
最
出
置
（
蓄
鐸
）

×

継
○

疇
（
輔
ロ
蝉
↓
「
三
門
“
＼
ノ
三
十
」
三
三
「
罰
“
瀞
〉
雑
“
斗
ヌ
」
・
「
〉
肝
プ
㌣
綿
羽
鼻
劃
要
急
嵩
丑
ヰ
＼
マ
」
↓
「
箇
磁
針
〉
㌣
」
・
「
鉛
奪
箇
旨
珊
斗
、
冥
〉
南
唱
湿
沸
凶
君
－
「
引
d
Y
思
　
ア
ヌ
〉
㏄
ヤ
ノ
　
畔
脚
一
＼
収
曙

汁
斗
醐
黙
　
融

ら
O

粁
曝
聾
緑
片
い
斗
㌣
・
陣
牛
田
鞘
・
d
調
噸
鞘
（
三
三
）

×

×
※
柵
0

帖
二

N
謙
温
薩
蹄
珊
脳
㌣
・
猷
舞
“
ノ
自
認
臨
・
苫
蝉
茸
聾
・
黙
＼
ナ
〉
田
荘
↓
蹴
響
噛

畔
憐
海
蘇
＼
ウ
斗
、

颯
（
腎
鶏
＼
羅
諒
・
興
砥
㊦
蝸
室
↓
「
回
忌
＼
粋
噸
爆
ヌ
底
“
峠
☆
唱
」
）

罫
応
㊦
蹴
無
誉
・
「
蕎
噴
婁
嵐
田
＼
圏
二
B
ご
二
：
二

翼
醗
藤
H

①

×

楓
○

蝋
ロ
笠
田
論
難
・
暴
温
融
こ
萢
爵
黛
瞳
黛
“
・
控
訴
繭
舜
・
灘
＼
」
・
》
瑚
煉
・
薗
諦
＼
比
“
蹄
ゆ
心
洲
口
＼
⇒
曇
・
温
卦
澤
汁
薗
唱
鞘

1

「
冴
》
□
」

断
舜
刈
（
一
コ
O
）
ノ
露
聡
型
ヨ
〉
麟
輩

鼻
槻
慰
鄭
　
融
θ

○
○

（
珍
）
呉
遡
　
軸
」
弾

掛
田
引
母

×

囎
翻
掛

卵
＼
鋤
思
醤
母
寄
錦
詞
口

彦
　
　
皿
　
瑚
　
　
＼
マ
　
　
甥
　
串
．
口
阯
欝
“
針
〉
誉
“
ヌ
・
醤
珊
周
恥
＼
マ
鍋
ー
コ
雪
阯
醐
“
黛
誉
π
斗
㌣
。
譜
々
劃
離

卑
醤
慰
姻
　
甜
じ
。

G
O

料
引
母

×

1
恕
酋
・
針
蜷
倉

園
田
詞
蹄
蘇
針

難
醤
引
証
　
融
e

お

掛
隊
畷
斜
緑
ノ
鼻
錦
田
冷

×

蕗
○

田
沼
甫
蹄
凝
爵
・
融
鵬
“
㌣
部
藁
仁
田
曲
ヌ
ア
卸
坤

朔
（
料
舛
斜
視
↓
柵
独
計
ア
蜘
紬
知
囎
育
＼
細
“
判
噸
瓦
ノ
巨
独
＼
懸
プ
醤
ヌ
〉
㌣
ノ
ヰ
て
〉
ロ
叉
猷
函
“
㌣
蹄
朔
＝
田
曲
ヌ
）

函
殴
G
。
（
一
①
①
o
O
）
。
。
』
一
鱗
強
嘩
叢

舛
醤
轡
螺
　
訓
⑲

昌

粁
断
層
斜
樋
ノ
鼻
餅
周
増

×

踏
○

先
月
甫
蹄
区
外
・
繭
面
b
㌣
棉
三
巴
周
韻
ヌ
プ
坤
凶

朔
（
亀
卜
洲
緑
↓
長
享
踊
＝
プ
錦
プ
書
初
磁
費
＼
柵
“
M
闘
瓦
ノ
巨
猷
＼
柵
プ
譲
メ
〉
㌣
♂
ヰ
て
〉
ロ
曳
融
繭
B
㌣
蹄
藁
＝
噸
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【
凱
e
『
晶
出
出
職
叫
ロ
』
・
『
卑
蝿
轡
鍵
剖
』
・
『
高
知
醐
藤
剖
』
・
『
凸
部
鯵
H
』
運
針
拝
嬉
則
】

琳
菌

瞭
・
疎
串

冴
菌
菌

済
辣

済

聾

辟
乖
・
踏
署

爵
嵐
・
圃
期

三
二
S
六
府

誹
疎
e
（
渇
丑
野
　
　
G
）

藩
瞭
N
（
州
S
虐
S
蹄
輩
界
　
　
e

聾
醤
塞
瞬
　
融
◎

這

呉
堰
櫓
卜
H
　
羽
軸
画

掃
三
田
引
起
聾
鉾
唄
冷

×

諮
0

同
胞
譜
諦
謙
温
・
蔽
轟
“
㌣
蹄
藁
質
謡
曲
ヌ
プ
言
忌

㌧
9
　
　
　
　
　
ノ
申
↓
　
凶
図
　
　
申
耳
茸
育
＼
掴
“
M
櫛
瓦
ノ
減
光
＼
翻
プ
蕪
ヌ
〉
㌣
ノ
ヰ
て
＞
U
く
爾
函
“
㌣
額
三
思
三
曲

汁
累
醐
黙
　
融

㎝
○
○

×

×
※
贈
○

翻
舞
瞬
・
爵
踏
凝
温
・
繭
舜
“
㌣
噛
ノ
鵬
思
唱
曲
㌣
ノ
倉
爆
＼
ウ
斗
、
ノ
》
颪
に
罵
、
麺
＼
マ

蒔
珍
軸
甜
「
柵
珊
周
輸
」
・
（
三
州
）
・
聾
ヨ
藻
鑑
・
覇
燃
繭

慰
醜
藤
H

⑩

料
底
畷
洲
緑
聾
群
刈
跡
加

×

確
○

紐
引
掛
部
餅
曇
空
爵
・
繭
鵜
“
㌣
示
顕
＝
周
曲
ヌ
プ
卿
錦

1

満
山
（
駄
【
嵐
悶
凶
ハ
漉
W
一
↓
胴
脚
痂
創
v
冊
「
ア
釦
M
　
ア
詣
Ψ
ノ
㎞
｝
囎
倉
柵
“
引
叫
ア
巨
星
＼
柵
諒
ア
部
蕪
ヌ
〉
㌣
ヰ
て
＞
U
K
融

い
㌣
三
冠
思
唱

鼻
槻
磐
輿
　
融
e

一
ら

料
聾
＼
黙
旨
旨
冷

×

× 判
駐
酵
凝
・
掛
矯
＼
油
田
冷
・
黙
財
田
煉

無
量
“
㌣
額
卵
頑
油
＼
マ

き
ノ
　
蔀
．
荷
b
引
簡
　
　
・
ゴ
輯
．
S
“
》
周
・
蘇
刈
市
㌣
鳳
瓦
謹
鯨
＼
黛
図
“
ゆ
＼
マ
三
三
M
寸
ぐ
㌣
）

　
渓
一
刈
（
一
2
0
）
⑩
」
ら
四
強
二
三

沸
醤
慰
輿
　
融
⑲

＝

掛
舛
＼
嵐
田
倒
冷

×

×
．

却
餅
盤
様
・
愚
生
海
浦
黙
粗
軸
壁
雅
卦
田
瀞

鶉
盤
b
㌣
綿
油
剛
沙
＼
マ

朔
（
卸
米
底
周
引
三
二
・
⇒
曇
賛
混
綿
〉
学
田
・
蘇
糊
串
斜
頚
酋
翼
阯
謎
“
蹄
＼
マ
蜘
三
図
ヰ
4
㌣
）

灘
期
騨
瞬
　
融
θ

卜
σ

@

掃
舛
燭
四
緑

×

×
愚
爵
勝
方
・
海
里
矯
＼
温
測
“
＼
〃
温
謳
＼
」
・
跨
燭
臆
蒔
唱
ア
卸
心

一

朔
（
融
瀬
野
B
釧
藤
黙
・
上
図
惣
＼
マ
λ
贈
市
＼
斗
思
）

聾
醤
薄
醜
　
融
⑲

鱒
①

＼
」
E
賠
翻
昨
欝
下
下
下
下

掃
犀
燭
四
緑

×

×
相
餅
購
凝
・
力
》
陣
＼
潜
燭
ロ
＼
川
温
団
＼
」
・
卦
周
隙
面
虹
プ
釦
心

一

颯
（
卸
粛
嵐
頑
引
藤
躰
・
罫
図
噸
＼
マ
〉
紫
市
＼
庄
）

舛
醤
轡
瞬
　
融
㊥

N
①

粁
蹄
唱
四
緑

×

×
判
型
隠
凝
・
泊
斎
矯
＼
三
田
冷
・
黙
謳
＼
」
・
卦
田
沸
蒔
ロ
ブ
錦
心

一

朔
（
卸
渇
嵐
刈
上
醸
↓
罫
図
“
＼
マ
λ
贈
市
＼
歯
）

汁
雲
醐
黙
　
酬

一
ω
O

掛
聾
斜
緑

×

× 剰
餅
隠
見
・
蘇
斜
矯
＼
黙
田
冷
・
黙
麟
＼
」
・
歯
触
煉
㌣
鍵
て
・
紗
遊
周
蓄
・
咽
⇒
奪
〉
引
回

颯
（
卿
藍
・
嘲
〉
朔
い
㌣
蹄
醤
即
＼
斜
職
官
〉
醸
西
部
劃
㌣
貸
尊
芽
）

掃
醐
く
」
・
株
・
冥
醗
薩
・
奪
勢
旨
卜
・
≒
冷
繍
器

製
醜
黙
臣

圏

粁
晃
倒
緑

×

×

身
請
隠
事
・
抑
漸
矯
＼
温
燭
鞘
・
黙
萢
＼
」
・
卦
燭
瞳
蒔
“
＼
マ
ア
釦
蜘

一

朔
（
卸
光
嵐
周
名
門
薄
・
遡
ウ
プ
串
　
馬
弓
愚
図
畑
＼
マ
〉
雑
申
＼
斗
＝
）

沸
槻
響
醐
　
融
θ

δ

細
燭
冷

一

　
奉
ヌ
斗
燭
・
　
輔
・
　
　
斗
噸
咲
て
て
串
叫
囎
》
㌣
・
温
卦
唱
瞳
・
隠
激
勘
書
周
ヌ
痔
＝

卦
殴
漉
「
即
興
」

・
’
三
一
（
一
㎝
⑩
①
）
①
」
ら
繭
強
轡
謙

沸
槻
慰
喫
　
融
⑲

一
①

1

i 餅
お
ヌ
斗
田
・
三
々
・
》
蕪
爵
＼
蘇
u
㎞
解
＼
マ
ア
丑
曳
r
淋
「
・
叫
側
凶
ぺ
焔
、
繍
・
簿
掻
壊

一

料
掛
膨
「
知
興
」
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【
賄
∩
）
『
脾
問
罪
鋼
叫
田
』
・
『
聾
槻
轡
瞬
叫
ロ
』
・
『
什
事
醐
騨
叫
㎝
』
・
『
産
婆
隙
目
』
叢
卦
神
『
辮
賄
】

琳
菌

瞭
・
疎
却

冴
菌
菌

掛
辣

済

脾

辟
爺
・
旧
例

爵
嵐
・
画
醐

細
疎
S
石
門

諦
瞭
e
（
済
丑
野
　
　
C
）

薄
紅
N
（
卵
S
言
S
蹄
三
脚
　
　
e

聾
醤
薄
曝
　
融
e

ω
凹

一

1

…

針
掃
淺
「
罫
知
」

聾
柵
慰
醜
　
劉
㊥

G
Ogの

缶
叢
洲
謬
略
鶏
菰
嬉
廓

1

…

一

聾
醤
塞
瞬
　
訓
㊥

ω
卜
○

昨
瞳
醐
黙
　
融

一
①
Q
O

1
卑
串
掛
市
尊
洋
室
㌣
（
詠
“
蝉
旗
周
回
M
．
）

一
×
※
×

×
餅
乖
輯
画
・
》
々
温
三
田
冷
・
渇
〉
輔
務
周
冷
ト
プ
釦
プ
串
♂
嬉
蹄
三
三
ア
釦
”
〉
判
瓦

嬉
臨
畷
最
上

※
苫
鐸
田
頃
プ
恭
＼
／
蝉
陥
蕪
曝
ア
〉
蜘
糠
で
．

慰
曜
蕪
副

N
ら

料
卑
頑
緑
M
＼
尊
鉾
田
洲
藍

×
爵
乖
鞍
國
・
陸
田
斗
㌣
・
⇒
曇
颯
藤
M
“
瓦
・
灘
卦
燭
煉
㌣
澤
〉
鞍
臨
航
周
蹄
｝
卿
㎞
凹
愈
〕
周
ヌ
、
　
ア
釦
軸
押

卑
醤
響
姻
　
訓
e

δ

　
面
田
回
申
軸
、
嵐
燭
口
＼
卿
細
田
ヌ
恭

×

0⇒
曇
嚇

　
（
柵
卑
＼
津
醐
田
㌣
）

1

加
三
一
（
一
①
㎝
㎝
）
刈
・
お
四
強
二
三

聾
醤
翼
輿
　
訓
⑲

δ

隣
嵐
燭
釧
“
舛
燭
細
冷

×

0餅
お
回
B
㌣
蹄
山
冠

三
三
＼
鳶
商
囎
田
㌣

1

舛
醤
轡
醜
　
劉
㊥
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